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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、実践的外国語教員 (Practical Language Teacher)の育成を目指し、 (1)ELP 
(European Language Portfolio)と CLIL (Content and Language Integrated Learning)と教員
研修との関係性、(2)外国語教育研修における多言語多文化の背景、(3)実践的外国語教員研修カ
リキュラムの実効性との日本への応用、(4)「日本における実践的外国語教員研修カリキュラム
開発」という４段階の調査研究を実施した。成果の詳細は、『LSP 教員研修を基盤とした実践
的外国語（英語）教員研修カリキュラムの構築』としてまとめ、ウェブに公開した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study is aimed for developing Practical Language (English) Teacher Education 
Curriculum (PLTEC). There are 4 research stages: (1) the relationships in teacher 
education about ELP and CLIL, (2) multilingual and multicultural language teacher 
education, (3) PLTEC and its application for Japan, and (4) development of PLTEC in 
Japan. The details of the research results are publicized on the website at 
http://lspteachereducation.blogspot.jp. 
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、LSP（ languages for specific 
purposes）（特定及び明確な目的のための 

外国語教育）の理念を基盤とした教員養成と
研修システムの枠組の構築を目的として、 
順次系統的に研究を進めている内容の一環
として位置づけられる。学術的には、ヨー 
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ロッパにおける CEFR(Common European 
Framework of References for Languages)
（ヨーロッパ言語共通参照枠）の理念と我国
固有の教師教育の融合を図ろうとする実践
的言語教員研修研究領域にあり、近年注目を
集めつつある「反省的実践家(the reflective 
practitioner)」(Schön, 1983)の観点から教員
研修を考察する。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、次の４段階の調査研究を背景とし
て実施した。 
(1) ELP と CLILと教員研修との関係性 
(2) 外国語教育研修における多言語多文化の
背景 

(3) 実践的外国語教員研修カリキュラムの実
効性との日本への応用 

(4) 日本における実践的外国語教員研修カリ
キュラム開発 

目的は、LSP 教員研修システムの信頼性と妥
当性を検証し、ヨーロッパで進められている
ELP 及び CLIL と教員研修の実態を背景と
して、日本における実践的な外国語（英語）
教員研修の枠組を構築することである。 
 
３．研究の方法 
 
上記の４段階に則り次の方法で調査研究を
進めた。調査の手法としては、質的調査を行
い、エスノグラフィーの手法を主に用いた。 
 
(1) ELP と CLILと教員研修との関係性 
ボートフォリオ評価の観点と科目内容と
言語を統合した学習が実際にどのように
実施され、どのような教員研修プログラ
ムがあるのかを実施調査より明らかにす
る。 

(2) 外国語教育研修における多言語多文化の
背景 
CEFR の理念から生まれた「文化間コミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 (intercultural 
communicatve competence)に関して、専
門家からの聞き取り調査を実施し、さら
に授業などを実際に見ることから明らか
にする。 

(3) 実践的外国語教員研修カリキュラムの実
効性との日本への応用 
日本の伝統、地域性、教育環境、政策な
どを背景とした環境に合うモデルとして
フィンランドの教員研修に注目し、スコ
ットランドなど他国と比較しながら検証
した。 

(4) 日本における実践的外国語教員研修カリ
キュラム開発 
(1), (2), (3)の調査研究段階を経て、日本に
おける教員研修モデルを考える。その際

に、試案した教員研修モデルを他の専門
家に示し、意見を聞きながら調整した。 

 
４．研究成果 
研究成果は、『LSP 教員研修を基盤とした実践
的外国語（英語）教員研修カリキュラムの構
築』と題して、ウェブに公開した。内容は、
教員研修カリキュラムを１０のスタンダー
ドをもとに提示した。具体的には、スタンダ
ード、サブスタンダード、科目と実施例、モ
ジュール、留意点など、実践的外国語（英語）
教員としての自律的学習を示した。１０のス
タンダードは下記のとおりである。 

 
具体的には、次のように構成して示している。 
（例） 
------------------------ 

スタンダード１：外国語の知識と技能 

外国語に関する必要な知識と技能は外国

語指導の基本である。実践的外国語教育に

携わる言語教師（以下PLT）の場合、基本

的な言語にかかわる知識（語彙、文法構造、

表現、発音など）や技能（聞く、話す、読

む、書く）は当然必須となる。しかし、た

だ単に言語の知識や技能に習熟すること

よりも、指導に生かせる言語の知識や技能

でなければならない。 

 

1.1 PLTは、養成に入る段階でCEFRレベ
ル設定のB1程度に達しているものと
する。望ましくは研修等を通じてC1ま
では到達するものとする。 

1.2  … 
1.3  … 

スタンダード１：外国語の知識と技能 
スタンダード２：外国語授業運営の知識と

技能 
スタンダード３：学習者の外国語学習目標

の明確化 
スタンダード４：学習者の外国語学習ニー

ズに沿ったカリキュラム設計と評
価 

スタンダード５：学習者の学習履歴の把握
と学習方法の支援 

スタンダード６：学習段階、科目内容、分
野、仕事などのディスコースコミュ
ニティの理解 

スタンダード７：教育目標、学校文化の理
解と外国語教育の専門性 

スタンダード８：外国語使用のジャンル（場
面や社会文化など）に対する理解 

スタンダード９：初等教育から高等教育ま
で系統的外国語教育理解 

スタンダード１０：評価測定方法に関する
知識と技能 



 

 

 
カリキュラム 

科目 内容例 
自己評価 

80 
% 

60 
%

40 
%

 
リーディ

ングなど

英語の技

能向上を

目標とし

た科目 

インターネット

上のニュースな

どを読み、議論す

る 

   

小説などを一冊

読み、内容や感想

をまとめる 
   

国連など公的機

関が提供してい

る文書を要約す

る 

   

観光・広告などの

文書を読み、特徴

を分析する 
   

関心ある分野の

テクストを読み、

特徴を分析する 
   

 
モジュール 

上記のカリキュラムを統合することを目的
として、様々な科目、分野、仕事などについ
て、各個人で一つのジャンルを設定し、それ
に関連した言語知識と技能を調査分析し、学
習を深める。言語的には、発音、語彙、文法
構造、表現、テクストなどの特徴、内容的に
は、分野における外国語（英語）のニーズや
知識体系の特徴、学習スキルとしては、その
分野の学習で必要となる言語学習の特徴な
どを調査して、分析して、まとめる。 

 
留意点 
1.1 CEFR レベル設定の C1 の補足： 
 

【聞く】 
たとえ構成がはっきりしなくて、関係性が暗
示されているだけで明示的でない場合でも、
長い話が理解できる。 
・特別な努力なしにテレビ番組や映画を理
解できる。 
 
→ 外国語による講演、説明、ニュース、映
画、劇、ドラマなどがそれほど専門に特化し
ない限り、ほぼ理解できるレベル。ただし、
特定の社会文化的な込み入った内容（ジョー
クや皮肉など）は困難をともなうが、自身が
活動する範囲内においてはほぼ標準的な母
語話者と同等のレベル。教師という役割から
すると、聞くという能力を指導的な観点で理
解しておくことが必要である。特に、音声学
的な観点の理解も必要となる。 

 
------------------ 
 
今後、ウェブに公開したカリキュラムの実践
を進め、検証と周知を図りたい。 
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